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た石灰化パターンであり，アメロゲニンの発現

が概日的に変動するのではないかと推測した．

そこでアメロゲニンプロモーターを用いたレ

ポーターアッセイを行い，アメロゲニンの転写

活性に周期性があるか，さらにその周期性に関

わる分子制御機構を検討した．

アメロゲニンプロモーターの下流にルシフェ

ラーゼを繋いだコンストラクトをラットエナメ

ル芽細胞株 HAT7 に遺伝子導入してアメロゲ

ニンの転写活性を計測すると，約 24時間周期

で変動していることが認められた．次に，プロ

モーター領域の Deletion-mutantを作製して周

期性の制御に関わる領域を検索した結果，

C/EBPαの binding モチーフが有力な候補と考

えられた．その転写はMsx2 によって制御を受

けることが知られていることから，Msx2 の強

制発現を行うと，アメロゲニン転写活性の周期

性が消失した．また，Msx2遺伝子欠損マウス

の解析では基質形成による横紋様パターンが見

られなかったことを示した．これらの結果か

ら，Msx2 がアメロゲニンの発現周期に影響し

ていることが推測され，さらに横紋はアメロゲ

ニンのタンパク質発現量の周期的変化に依存し

た石灰化パターンであると考えられた．

一般演題

演題１．岩手医科大学附属病院歯科医療セン

ター口腔ケア外来の現状

○赤松 順子，岸 光男＊，阿部 晶子＊，

杉山 芳樹＊＊

岩手医科大学歯科衛生部，口腔医学講座

予防歯科学分野＊，口腔顎顔面再建学講

座口腔外科学分野＊＊

目的：平成 24年度の診療報酬改定で「周術期口

腔機能管理料」が導入されて以来，岩手医科大

学附属病院において，医科からの周術期口腔機

能管理（以下，口腔管理）依頼が増加している．

しかし，その依頼状況について詳細な検討はな

されておらず，実態は不明である．そこで本研

究では医科からの口腔管理の依頼状況を明らか

にし，医科歯科連携システムを改善するための

資料を得ることを目的とした．

方法：平成 24年 9月から平成 25 年 8 月までに

医科から歯科への依頼のうち，口腔管理依頼の

窓口となっている口腔ケア外来への依頼ケース

を抽出した．抽出は電子カルテ診療情報抽出申

請手続きを経て行った．

結果：調査期間における依頼件数は 391 件で

あった．依頼件数は平成 24年 9月（13件）か

ら同年 10 月（37件）の間で著明に増加し，その

後大きな変動は見られなかった．依頼元診療科

の構成割合は，全依頼件数中，循環器内科，血

液内科，耳鼻咽喉科頭頚部外科の 3科で全体の

65％を占めていた．歯科医療センターにおける

周術期関連の算定件数は，口腔管理計画策定料

350件，口腔管理料Ⅰ 40件，同Ⅱ 264件，同Ⅲ

308件，専門的口腔衛生処置 129件だった．ま

た，口腔管理料Ⅱの算定は術前 182件に対して

術後 82件であり，術前に口腔管理を行った件

数に対し術後は半数以下であった．

考察：平成 24年 10 月に依頼件数が増したのは，

歯科の依頼窓口を一元化し，医科への周知に努

めたためと思われた．口腔管理の依頼が多かっ

た診療科は，それ以前から歯科との緊密な連携

実績があった診療科であったことから，今後一

層の医科歯科連携のための働きかけを行う余地

があるものと考えられた．また，手術後の口腔

管理例が術前の半分以下だった要因は，当院が

急性期病院で在院日数が少ないこと，術前と比

較して術後の口腔管理の重要性への認識が低い

ことが考えられた．今後，術後の口腔管理の重

要性についても医科と歯科の間で共通認識をつ

くっていく必要性があると考えられた．

岩医大歯誌 39巻 1号 2014 39


